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あ

い

さ

つ

わ
た
し
た
ち
の
町
は
、
急
峻
な
山
地
と
低
湿
地
と
い
う
両
極
端
な
地
形
に
位
置
し
、
昔
か
ら
人
々
は
水
禍
か
ら
共
同
し
て
自
分
た
ち

の
生
命
・
財
産
を
守
ろ
う
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

特
に
江
戸
時
代
に
は
、
薩
摩
藩
・
長
州
藩
等
他
郷
の
多
く
の
人
々
に
よ
る
大
治
水
事
業
が
完
工
さ
れ
た
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
。時
は
移
り
、
昭
和
3
4
年
に
は
集
中
豪
雨
、
伊
勢
湾
台
風
の
直
撃
を
受
け
、
二
度
ま
で
も
多
芸
輪
中
は
泥
海
化
し
、
悲
惨
な
姿
と
な
り

ま
し
た
が
、
住
民
各
位
の
烈
々
た
る
郷
土
復
興
へ
の
情
熱
と
、
郷
土
愛
に
燃
え
る
献
身
的
な
お
骨
折
り
に
よ
り
、
今
日
の
よ
う
な
隆
盛

発
展
す
る
養
老
町
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

爾
来
、
年
を
経
る
こ
と
三
十
年
。
こ
の
災
害
か
ら
の
復
興
を
記
念
し
て
、
養
老
町
で
は
5
月
1
3
日
、
1
4
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
営
々
と
し
て
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
偉
大
な
る
功
績
に
、
深
く
感
謝
し
、
こ
れ

ら
の
偉
業
を
末
長
く
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
治
山
・
治
水
行
政
に
生
か
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
冊
子
を
住
民
各
位
が
養
老
町
の
治
水
史
を
知
る
大
切
な
資
料
と
し
て
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
冊
子
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
執
筆
等
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
編
集
委
員
各
位
に
心
か
ら
お
札
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
　
五
月

養
老
町
長
　
清
水
敏
郎



濃
尾
平
野
は
ど
う
し
て
出
来
た
で
し
ょ
う

濃
尾
平
野
は
も
と
海
の
底
で
し
た
が
、
約
二
億
年
前
か
ら
海
底
が
だ

ん
だ
ん
高
ま
っ
て
き
て
、
陸
地
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
面
が
大

き
く
落
ち
こ
ん
で
、
ま
た
海
の
底
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
達
が

な
が
め
る
養
老
山
地
の
東
側
は
、
そ
の
時
に
出
来
た
断
層
で
あ
っ
て
、

二
千
㍍
以
上
も
落
ち
こ
ん
だ
と
い
わ
れ
、
現
在
で
も
、
養
老
山
地
の
麓

一
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
中
で
も
一
番
低
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
沈
ん
で
い
っ
た
た
め
、
養
老
山
地
や
赤
坂
山
な
ど

さ
え
海
底
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
が
長
ら
く
続
き
ま
し
た
が
、

又
、
海
底
が
高
ま
っ
て
き
て
、

水
面
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
し
て
き

ま
し
た
。

今
か
ら
八
千
年
位
の
昔
は
、

近
鉄
養
老
駅
付
近
が
海
岸
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
周
囲
の
谷
や
木
曽

川
・
長
良
川
・
伊
尾
川
（
揖
斐

川
）
・
牧
田
川
な
ど
が
運
び
出

す
土
砂
や
石
な
ど
が
長
年
月
の
間
に
積
り
重
な
っ
て
、
現
在
の
よ
う
な

濃
尾
平
野
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
年
々
少
し
ず
つ
沈
下
し
て
い
ま
す
。

第ｌ図　濃尾平野断面図

養
老
町
の
土
地
は
、
北
部
が
高
く
、
南
東
部
が
低
く
傾
い
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
の
牧
田
川
の
水
は
、
定
ま
っ
た
河
道
は
な
く
、
南
東

方
の
低
地
に
向
っ
て
自
由
に
流
れ
下
っ
て
土
砂
や
石
を
運
ん
だ
の
で
す
。

ま
た
、
養
老
山
地
や
象
鼻
山
な
ど
の
谷
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
土
砂
や

石
な
ど
が
積
っ
て
出
来
た
扇
状
地
も
次
第
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
が
何
千
年
も
続
き
ま
し
た
。

郷
土
の
あ
け
ぼ
の

私
た
ち
の
先
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代

を
経
て
、
北
部
の
地
域
や
養
老
山
麓
の
扇
状
地
は
次
第
に
文
化
が
開
け

て
来
ま
し
た
。
象
鼻
山
古
墳
群
や
多
岐
神
社
古
墳
、
山
麓
に
残
る
大
小

の
古
墳
、
出
土
す
る
土
器
な
ど
が
、
そ
の
当
時
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

大
化
の
改
新
（
六
四
五
）
に
定
め
ら
れ
た
条
里
制
の
名
残
り
と
考
え

ら
れ
て
い
る
大
坪
、
飯
田
の
八
ノ
坪
・
東
九
ノ
坪
・
西
九
ノ
坪
、
祖
父

江
の
一
之
坪
、
沢
田
の
丁
田
、
鷲
巣
の
一
町
田
・
四
反
田
・
三
反
田
・

飯
ノ
木
の
五
反
田
な
ど
は
、
随
分
古
く
か
ら
開
け
て
い
る
土
地
で
あ
り

ま
す
。し
か
し
、
南
東
部
の
低
い
地
域
で
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず
長
い
間
、
そ

の
大
部
分
は
一
面
の
湿
原
で
あ
り
ま
し
た
。

治
水
の
始
ま
り

時
代
が
移
り
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
も
、
牧
田
川
に
は
今
の
よ
う
な

堤
防
は
な
か
っ
た
の
で
、
川
の
水
は
、
自
由
に
南
東
の
低
い
方
へ
向
っ
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て
流
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
雨
が
降
っ
て
も
、
水
は
一
面

に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
っ
て
、
洪
水
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
人

び
と
は
、
付
近
よ
り
土
地
が
高
く
て
、
め
っ
た
に
水
を
か
ぶ
ら
な
い
土

地
（
微
高
地
）
を
選
ん
で
そ
こ
に
住
み
、
田
畑
を
耕
や
し
て
生
活
す
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
の
牧
田
川
流
域
の
高
い
土
地
か
ら
次
第
に
集
落
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

室
町
時
代
の
終
り
頃
ま
で
に
は
、
微
高
地
と
微
高
地
と
の
間
を
つ
な

ぐ
よ
う
に
堤
防
を
築
き
、
牧
田
川
の
河
道
を
定
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

養
老
山
の
谷
水
や
麓
の
湧
き
水
は
、
片
側
堤
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て

山
麓
沿
い
に
南
方
へ
流
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
津
屋
川
が
つ

く
ら
れ
、
室
町
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
舟
運
も
開
け
て
い
ま
し
た
。

治
水
へ
の
努
力

新
田
の
開
発
と
輪
中
の
形
成

江
戸
時
代
に
入
る
と
幕
府
が
新
田
の
開
発
を
奨
励
し
た
た
め
、
た
く

さ
ん
の
新
田
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

新
田
を
開
発
す
る
に
は
、
先
ず
開
発
し
よ
う
と
す
る
土
地
を
堤
防
で

囲
っ
て
、
大
雨
が
降
っ
て
も
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
用
水
路

や
悪
水
路
を
掘
り
、
圦
樋
を
設
け
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
費
用
と
大
へ

ん
な
苦
心
や
労
力
が
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
堤
防
に
囲
ま
れ
た
地
域
を
輪
中
と
い
い
ま
す
。
又
、
新
田
ば
か

り
で
な
く
、
住
ん
で
い
る
集
落
も
新
田
と
い
っ
し
ょ
に
堤
防
で
囲
っ
た

輪
中
も
で
き
、
輪
中
は
ど
ん
ど
ん
多
く
な
り
ま
し
た
。

津
屋
川
流
路
の
新
し
い
造
成

津
屋
川
は
、
室
町
時
代
の
終
り
頃
ま
で
に
河
道
が
一
応
定
ま
り
、
平

常
は
流
量
も
少
な
か
っ
た
が
、
大
雨
の
時
は
氾
濫
を
お
こ
し
、
た
び
た

び
大
被
害
を
与
え
た
の
で
、
堤
防
の
改
修
が
強
く
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
大
垣
藩
が
鷲
之
巣
村
・
舟
見
村
、
高
須
藩

が
小
倉
村
・
飯
之
木
村
の
新
堤
の
堀
替
え
を
行
い
、
両
藩
の
協
力
に
よ

っ
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
河
道
と
な
り
ま
し
た
。
堤
防
は
、
ほ
と
ん
ど
左
岸

堤
の
み
で
南
濃
町
で
揖
斐
川
に
合
流
し
、
多
芸
輪
中
を
水
害
か
ら
護
っ

て
い
ま
す
。

小倉からの津屋川堤

２



第２図 輪中の発展
新田の開発

この図は、養老町内における新田

開発と輪中の形成についての概略を

示したもので、（）内はその西暦年

数を示します。

鷲巣北畑新田・南畑新田、石畑喜

多村新田、柏尾新田、若宮新田など

も開発されましたが、時代・場所が

はっきりしない点があります。

３



多
芸
輪
中
の
成
立
と
範
囲

多
芸
輪
中
は
濃
尾
平
野
の
多
数
の
輪
中
の
う
ち
で
大
き
な
輪
中
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
。
金
草
川
・
牧
田
川
・
伊
尾
川
・
津
屋
川
に
囲
ま
れ
て

い
る
地
域
で
（
第
２
図
参
照
）
、
幕
府
領
、
大
垣
藩
領
、
尾
張
藩
領
な
ど

が
入
り
組
ん
で
い
て
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
で
は
、
二
十
九
か
村
、

一
万
五
千
石
余
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
輪
中
の
大
部
分
は
、
連
続
し
た
懸
廻
堤
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
北
西
限
は
通
称
「
ア
ホ
除
」
で
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
「
ア

ホ
除
」
は
、
金
草
川
の
堤
防
か
ら
西
南
に
約
六
百
㍍
の
除
堤
で
、
片
側

堤
だ
け
で
し
た
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
で
き
た
も
の
で
、
口
ケ

島
・
西
岩
道
・
若
道
村
や
下
笠
村
の
中
島
な
ど
を
水
害
か
ら
護
る
目
的

で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
伊
尾
川
沿
い
の
下
笠
輪
中
、
根
古
地
輪
中
（
昭
和
二
十

年
現
状
と
な
る
。
）
は
、
す
で
に
あ
っ
た
伊
尾
川
沿
い
の
築
捨
堤
を
利
用

し
つ
つ
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
下
流
の
大
牧
輪
中
・
高
柳
輪
中
の
形
成
は
、

多
芸
輪
中
の
中
で
は
、
最
も
お
そ
く
、
こ
の
地
域
が
低
い
こ
と
や
、
伊

尾
川
の
堤
防
の
構
築
が
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
高
柳
輪
中
の
形
成
に
よ
り
、
津
屋
川
沿
い
と
伊
尾
川
沿
い
の
堤

防
が
始
め
て
結
ば
れ
て
連
続
堤
と
な
り
多
芸
輪
中
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
頃
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
五
年
に
組
織
さ
れ
た
多
芸
輪
中
水
害
予
防
組
合
の
区
域
に
は
、

多
芸
輪
中
と
は
別
に
形
成
さ
れ
て
い
た
島
田
輪
中
・
烏
江
輪
中
や
牧
田

川
右
岸
の
平
坦
部
を
含
め
て
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

治
水洪

水
の
多
か
っ
た
美
濃

濃
尾
平
野
は
土
地
が
低
く
、
そ
の
上
、
東
の
方
が
高
く
て
西
の
方
に

低
く
傾
い
て
い
ま
し
た
。
又
、
木
曽
川
・
長
良
川
・
伊
尾
川
は
、
東
西

に
連
り
合
っ
て
、
網
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

木曽三川の断面図

木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

従
っ
て
、
洪
水
は
木
曽
川
か
ら
長
良
川
へ

更
に
、
伊
尾
川
へ
と
落
ち
こ
ん
で
、
伊
尾
川

流
域
は
最
も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
徳
川
家
康
が
慶
長
十
六
年
（
一
六

一
一
）
に
、
木
曽
川
の
左
岸
（
尾
張
側
）
に

丈
夫
な
御
囲
堤
と
い
わ
れ
る
堤
防
を
築
い

て
か
ら
は
、
美
濃
側
の
水
害
が
大
変
多
く
な

り
ま
し
た
。

私
達
の
郷
土
は
低
地
が
多
い
の
で
、
牧
田

川
・
杭
瀬
川
・
相
川
・
色
目
川
・
津
屋
川
な
ど
の
堤
防
が
破
れ
て
洪
水

と
な
り
、
非
常
に
苦
し
み
ま
し
た
。

養
老
町
内
だ
け
で
も
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
約
四
百
年
の
間

に
百
十
回
も
大
小
の
洪
水
が
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
は
、
七
月
と
九
月
に
二

度
も
大
洪
水
が
あ
り
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
大
川
の
外
、
大
小
の

河
川
が
こ
と
ご
と
く
氾
濫
し
、
養
老
町
も
山
麓
を
残
し
、
全
部
水
没
し

ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
大
垣
城
石
垣
の
中
段
ま
で
浸
水
し
ま
し
た
。

４



集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
八
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
か
け
て
記

録
的
な
集
中
豪
雨
が
あ
り
、
つ
い
に
、
十
三
日
に
牧
田
川
堤
防
が
根
古

地
で
百
二
十
㍍
決
壊
し
、
多
芸
輪
中
二
千
九
百
㌶
が
泥
海
と
な
り
、
二

十
九
日
間
に
わ
た
っ
て
湛
水
し
、
多
芸
輪
中
は
悲
惨
な
状
態
に
な
り
ま

し
た
。
更
に
、
九
月
二
十
六
日
伊
勢
湾
台
風
の
た
め
大
増
水
し
、
折
角
、

築
い
た
決
壊
口
の
仮
堤
防
が
再
び
決
壊
し
、
多
芸
輪
中
は
二
度
も
浸
水

し
ま
し
た
。
養
老
町
に
水
害
救
助
法
が
発
動
さ
れ
、
国
・
県
・
町
の
救

助
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
県
に
大
惨
害
を
与
え
ま
し
た
。

特
に
、
伊
勢
湾
岸
地
域
で
は
、
多
く
の
死
者
が
出
ま
し
た
。

根古地にある決壊口の碑

集中豪雨による決壊口付近 （中日新聞提供）
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〔堤防決壊前〕

堤防補強工事（根古地）

土嚢はこび

〔堤防決壊後〕

牛も家族として無事避難、

水害後は耕運機にゆずり、

姿を見なくなった。

避難小屋

自宅は泥水の中。やむを得ず堤防の小段に杭と竹・むしろ

の囲い、トタン屋根、原始生活さながらの住民。

救護活動のお陰で、食事時間になると、おにぎりが届けら

れて感謝する。

小舟

この舟に乗って、堤防から我が家へ通って、

家守りをした。（養老町南部の低湿地城では、

徳川・明治・大正・昭和時代には、この舟に

家族が乗合わせて、田・畑へ行き、農作業に

つとめた。従って、一戸に一艘は持っていた。）

（岐阜県広報課提供）
６



治
水
工
事

宝
永
の
大
取
払
い
　
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
、
幕
府
は
、
川
の
水
行

を
さ
ま
た
げ
て
い
る
も
の
を
全
部
取
払
え
と
厳
命
を
下
し
、
川
の
中
の

樹
木
・
葭
な
ど
す
っ
か
り
取
払
い
、
民
家
ま
で
移
住
し
ま
し
た
。

主
な
百
姓
自
普
請
　
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
、
大
塚
村
と
直
江
村

が
牧
田
川
沿
い
に
堤
防
を
築
き
ま
し
た
。
又
、
同
じ
年
に
飯
積
・
祖
父

江
・
飯
田
・
蛇
持
・
宇
田
の
六
ヶ
村
は
共
同
で
自
普
請
を
行
い
ま
し
た
。

大
坪
村
も
同
じ
年
に
大
坪
地
内
を
流
れ
て
い
た
色
目
川
を
現
在
の
よ
う

に
川
替
え
を
し
ま
し
た
。

養老町内薩摩工事分布図

宝
暦
の
御
手
伝
普
請
　
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
十
二
月
、
幕
府
の

命
に
よ
っ
て
薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
大
な

木
曽
・
長
良
・
伊
尾
の
三
大
川
の
流
域
に
わ
た
っ
て
、
一
か
年
半
の
歳

月
と
八
十
余
名
の
尊
い
犠
牲
者
と
四
十
万
両
と
も
い
わ
れ
る
巨
費
を
つ

い
や
し
、
あ
ら
ゆ
る
辛
苦
を
忍
ん
で
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
牧
村
鬼
頭
兵
内
宅
を
元
小
屋
と
し
て
総
指
揮
を
取
っ
て
い
た
総

奉
行
平
田
靱
負
は
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
、
巨
費
を
つ
い
や
し
、

莫
大
な
借
財
を
残
し
た
こ
と
に
責
任
を
感
じ
、
宝
暦
五
年
五
月
二
十
五

日
、
自
刃
し
ま
し
た
。
年
五
十
二
才
で
し
た
。
遺
体
は
桑
名
ま
で
舟
で

運
ば
れ
、
こ
こ
か
ら
陸
路
で
京
都
伏
見
の
大
黒
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

薩
摩
藩
の
御
手
伝
普
請
の
お
陰
で
、
水
害
は
大
変
少
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
、
な
お
、
諸
方
で
大
水
害
が
あ
っ
た
の
で
、
幕
府
は
明

和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
長
州
の
毛
利
氏
・
岩
国
の
吉
川
氏
・
小
濱
の

酒
井
氏
に
御
手
伝
普
請
を
命
じ
ま
し
た
。

養
老
町
で
は
、
こ
の
後
数
回
長
州
藩
及
び
そ
の
他
の
藩
の
御
手
伝
普

請
を
受
け
て
い
ま
す
。

明
治
政
府
の
三
川
分
流
　
オ
ラ
ン
ダ
人
デ
レ
ー
ケ
の
治
水
計
画
に
よ

っ
て
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
大
川
分
流
工
事
が
明
治
二
十
五
年
（
一

八
九
二
）
に
着
工
さ
れ
て
、
明
治
三
十
三
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
三
大
川
の
水
系
が
独
立
区
分
さ
れ
、
河
川
敷
地
も
広
く
な
り
洪

水
の
防
止
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
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浄
土
三
昧
の
二
十
四
士
の
墓

天
照
寺
の
三
士
の
墓
（
根
古
地
）

薩摩工事役館跡　平田靱負翁自刃の地（大巻）

用

排

水

用
水

土
地
の
高
い
地
域
で
は
、
稲
作
に
必
要
な
水
を
取
入
れ
る
の
に
大
へ

ん
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
牧
田
川
か
ら
水
を
取
入
れ
て
用
水
と
し
、

沢
田
村
井
水
・
桜
井
村
井
水
・
山
田
井
水
（
栗
原
・
橋
爪
・
中
・
宇
田
・

豊
の
各
村
組
合
）
、
石
畑
村
井
水
（
五
日
市
・
石
畑
・
竜
泉
寺
・
上
方
の

各
村
組
合
）
、
宇
田
井
水
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
牧
田
川
は
ふ
だ
ん
水
が
少
な
く
、
特
に
石
畑
村
井
水
は
取
入

口
が
一
番
下
流
に
あ
っ
た
た
め
苦
労
も
大
き
く
、
河
底
の
下
に
四
角
に

組
ん
だ
丸
太
で
作
っ
た
長
さ
数
百
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
を
築
き
、
そ
の
す
き

間
か
ら
落
ち
る
伏
流
水
を
集
め
て
用
水
路
に
流
す
「
筰
樋
」
と
い
う
珍

筰樋

断面

構
造

８



ら
し
い
工
法
を
考
案
、
施
工
し
ま
し
た
。

用
水
の
不
足
は
、
村
人
の
死
活
に
か
か
わ
る
大
問
題
な
の
で
、
土
地

の
高
い
所
に
あ
る
村
々
の
間
で
は
、
し
ば
し
ば
水
争
い
が
起
き
、
公
儀

の
裁
判
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
用
水
の
足
り
な
い
時
は
、
上
の
方
の
村
か
ら
勝
手
に
先
に
取

る
の
で
は
な
く
、
村
の
間
で
話
し
合
い
、
「
番
水
」
と
い
っ
て
、
何
時
か

ら
何
時
ま
で
は
ど
の
村
が
水
を
い
れ
る
と
い
う
よ
う
に
順
番
を
き
め
ま

し
た
。地
下
水
の
豊
富
な
一
部
の
地
域
で
は
、
江
戸
時
代
の
後
半
か
ら
「
掘

抜
井
戸
」
を
掘
り
、
灌
漑
用
水
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
天
明
二

年
（
一
七
八
二
）
大
垣
の
蒟
蒻
屋
文
七
が
考
案
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
豊
か
に
自
噴
す
る
井
戸
の
利
用
は
次
第
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。

掘抜井戸

排
水

堤
防
が
築
か
れ
河
道
が
固
定
さ
れ
た
た
め
、
出
水
の
ひ
ど
い
上
流
か

ら
押
し
流
さ
れ
る
土
砂
・
礫
に
よ
っ
て
河
床
は
次
第
に
高
く
な
り
、
田

面
よ
り
河
面
の
方
が
高
い
い
わ
ゆ
る
天
井
川
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
輪
中
内
の
水
は
自
然
の
ま
ま
で
は
川
へ
落
と
す
こ
と

が
出
来
ず
、
排
水
の
た
め
の
悪
水
落
江
を
築
く
な
ど
の
工
事
が
必
要
と

な
り
、
大
へ
ん
な
経
費
と
労
力
を
費
し
ま
し
た
。

下
笠
輪
中
悪
水
落
江
証
文
（
養
老
町
所
蔵
）

下
笠
輪
中
落
江

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）

下
笠
輪
中
の
悪
水
は
、
根
古
地

輪
中
・
釜
段
輪
中
・
小
坪
輪
中

の
境
に
沿
っ
て
、
二
千
六
百
間

（
約
四
七
〇
〇
㍍
）
の
落
江
を

築
い
て
小
坪
村
ま
で
落
と
し
、

樋
門
を
築
い
て
津
屋
川
へ
排
水

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
在

は
五
三
川
と
い
い
ま
す
。
落
江

を
通
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

江
代
米
を
支
払
う
ほ
か
い
ろ
い

ろ
な
条
件
が
あ
り
ま
し
た
。
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両
江
悪
水
落
江

江
月
輪
中
で
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
牧
田
川
の
川
底
を
横
断

す
る
水
筒
（
厚
い
ヒ
ノ
キ
の
板
で
囲
ん
だ
四
角
な
水
の
通
り
道
）
を
伏

せ
こ
ん
で
烏
江
輪
中
へ
落
と
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

烏
江
輪
中
で
は
、
寛
保
年
中
（
一
七
四
一
～
一
七
四
四
）
に
金
草
川

の
川
底
に
水
筒
を
伏
せ
越
し
、
栗
笠
村
か
ら
大
野
村
ま
で
二
千
三
百
㍍

の
悪
水
落
江
を
つ
く
ら
せ
て
も
ら
っ
て
伊
尾
川
へ
落
と
し
ま
し
た
。

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
江
月
輪
中
と
烏
江
輪
中
が
共
同
で
悪
水
路

を
丈
夫
に
築
き
直
し
ま
し
た
。先人の苦労がしのばれる両江悪水落江

土地改良で姿を消した堀田

株

井

戸

土
地
の
低
い
地
域
で
は
、
家
庭
で
使
う
掘
抜
井
戸
で
さ
え
、
ど
の
村

は
何
本
と
い
う
き
び
し
い
制
限
が
あ
っ
て
、
一
軒
で
一
本
の
井
戸
を
持

株
井
戸
鑑
札

っ
て
い
る
の
は
極
め
て
少
な
く
、

一
般
の
村
民
は
二
軒
或
は
数
軒
で

一
本
の
井
戸
を
共
用
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
制
限
を

し
て
悪
水
の
溜
る
の
を
防
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
許
さ
れ
た
井
戸
を
株
井

戸
と
い
い
ま
す
。

堀
田

低
地
で
は
、
水
田
の
一
部
を
犠
牲
に
し
て
堀
と
し
、
掘
上
げ
た
土
を

水
田
に
重
置
し
て
、
水
田
面
を
高
く
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
を

堀
田
と
い
い
ま
す
。
堀
田
は
稲
が
水
を
か
ぶ
っ
て
腐
る
の
を
防
ぐ
の
に
、

大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

明
治
か
ら
現
代

治
水水
防
組
織
の
強
化

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
県
は
水
防
規
則
等
を
制
定
し
、
当
地

に
於
て
も
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
「
多
芸
輪
中
（
揖
斐
川
・
津
屋
川

牧
田
川
・
金
草
川

）
堤

防
水
利
土
功
会
」
が
設
立
さ
れ
、
牧
田
川
以
南
の
地
区
が
加
入
し
ま
し

た
。

１０



又
、
こ
の
頃
「
下
笠
輪
中
堤
組
合
水
利
土
功
会
」
「
元
多
芸
郡
五
日
市

村
及
同
郡
竜
泉
寺
村
地
内
牧
田
川
請
茶
園
原
堤
防
組
合
連
合
会
」
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

同
四
十
五
年
に
は
江
月
・
祖
父
江
は
排
水
を
よ
く
す
る
為
「
両
江
普

通
水
利
組
合
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
牧
田
川
北
部
の
村
々
で
「
喜
多
輪
中
水
害

予
防
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
牧
田
川
南
北
の
水
利
、
輪
中
堤
の
強
化
、

そ
れ
に
高
渕
・
烏
江
間
の
川
幅
を
拡
げ
る
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
、
牧
田
川
北
部
の
村
と
不
破
郡
の
関
係

村
を
加
え
て
九
か
村
で
「
瀬
田
水
害
予
防
組
合
」
を
設
立
し
、
杭
瀬
川

と
牧
田
川
の
分
流
工
事
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
頃
、
揖
斐
川
と
牧
田
川
の
合
流
点
で
背
割
分
流
工
事
も
国

の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
牧
田
川
の
流
水
を
よ
く
し
ま
し
た
。

牧田川・杭瀬川分流竣工記念碑

養
南
水
防
事
務
組
合

昭
和
三
十
四
年
の
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
水
害
の
後
、

水
防
組
織
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
、
三
十
五
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

養
老
町
の
他
に
南
濃
町
・
海
津
町
・
輪
之
内
町
・
上
石
津
町
等
も
加
入

し
て
い
ま
す
。

牧
田
川
改
修
工
事

昭
和
六
年
に
牧
田
川
下
流
改
修
促
進
委
員
会
が
発
足
し
て
、
同
川
の

改
修
工
事
が
促
進
さ
れ
、
国
と
県
が
こ
の
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

多
芸
輪
中
・
喜
多
輪
中
・
大
垣
輪
中
が
協
力
し
ま
し
た
。
最
も
献
身
的

に
努
力
し
た
功
績
者
は
高
田
町
の
佐
竹
直
太
郎
で
し
た
。

工
事
の
中
心
は
、
牧
田
川
と
杭
瀬
川
の
合
流
点
を
背
割
堤
で
分
流

し
、
二
千
八
百
㍍
下
流
で
再
び
合
流
さ
せ
る
工
事
で
し
た
。
工
事
は
昭

和
十
一
年
に
始
め
ら
れ
た
が
戦
争
の
た
め
一
時
中
止
さ
れ
、
終
戦
後
再

開
さ
れ
て
、
昭
和
二
十
五
年
に
完
成
し
、
江
戸
時
代
か
ら
の
懸
案
で
あ

っ
た
高
渕
抜
工
事
が
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

牧
田
川
上
流
、
広
瀬
橋
ま
で
の
工
事
も
昭
和
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
広

瀬
ダ
ム
、
牧
田
川
用
水
工
事
が
完
成
し
、
又
、
川
筋
も
ま
っ
す
ぐ
に
な

り
、
堤
防
の
補
強
工
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

用
水

養
老
町
の
水
田
約
二
千
五
百
㌶
の
用
水
は
、
主
と
し
て
牧
田
川
・
津

屋
川
・
杭
瀬
川
の
本
流
、
支
流
及
び
地
下
水
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
が
、
ひ
で
り
の
時
に
は
、
し
ば
し
ば
水
争
い
を
起
し
ま
し
た
。
昭
和

二
十
三
年
に
和
解
し
た
「
笠
郷
用
水
」
対
「
下
立
用
水
」
の
行
政
訴
訟
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養老町土地改良区一覧表

名 称 所 在 地 設立年月日 関係町村名 地区面
積㌶
組合
員数
理事長名

瑞 穂 高田3879- 3 養老町 片山美芳

旧 十 三 か 村 養老町 ・南濃町 栗田芳一

牧 田 川 用 水 養老町 ・垂井
町　 上石津町

木村正二

五三 養老町 細川清一

旧六か村排水 養老町 ・南濃町 田中金俉

養 老 町 高 田 養老町 野村 寛

色 目 川 沿 岸 佐竹米一

釜 駒 養老町 ・南濃町 中嶋三男

養 老 町 石 畑 養老町 古市健三

牧田川北部多芸 直江396- 1 野村 彰

養老町大場新田 高田3879-3 伊藤善蔵

養 老 町 江 月 岡田文雄

養老町祖 父江 佐竹下三

養 老 町 大 巻 高木 弘

養 老 町 小 坪 山田 實

養 老 町 烏 江 近藤善友

上 多 度 東 部 小倉119-1 児玉貞三

養 老 北 部 高田3879-3 田中雪夫

養 老 町 河 北 木村正二

養 老 町 押 越 押越348- 1 古川徳太郎

養 老 町 桜 井 桜井621 大橋正輝

上 沢 田 上沢田4 酒井敬一

南 濃 北 部 南濃町
志津新町501

養老町 ・南濃町 安藤 登

多 芸 東 部 直江396- 1 養老町 西脇才二

排水機設置現況表（昭和６３年）

番 号 排 水 機 名 排 水 面積 (ｈａ) 設 置 年

1 下 高 田

2 烏 江

3 高 田

4 烏 江

5 旧 十 三 か 村

6

7 五三

8

9 旧 六 か 村

1 0

1 1 瑞 穂

1 2 大 巻

1 3 小 坪

1 4 釜 駒

1 5 色 目 川

1 6

17 多 芸

18 祖 父 江

19 江 月

2 0 下 池 東 部

2 1 旧 下 池 東 部

2 2 下 池 合 同

2 3 下 池 第 一

2 4 下 池 第 二

は
有
名
で
あ
り
ま
す
。

揚
水
機
は
、
終
戦
後
普
及
し
、
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
西
濃
用
水
」
近
年
地
下
水
位
の
低
下
で
、
水
不
足
は
年
々
深
刻
に
な

っ
た
の
で
、
国
は
西
濃
用
水
計
画
を
立
て
昭
和
五
十
八
年
に
事
業
が
完

了
し
ま
し
た
。
こ
の
用
水
は
、
揖
斐
川
の
水
を
上
流
で
取
入
れ
、
垂
井

町
を
経
て
、
別
所
・
橋
爪
に
至
り
、
こ
こ
で
山
田
支
線
水
路
に
分
岐
し
、

更
に
牧
田
川
を
横
断
し
、
石
畑
支
線
と
な
り
、
付
近
一
帯
に
水
が
う
る

お
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

排
水

本
町
内
は
、
海
抜
〇
㍍
か
ら
二
㍍
の
低
湿
地
帯
が
多
く
、
自
然
排
水

が
充
分
で
き
な
か
っ
た
が
、
終
戦
後
は
排
水
機
が
急
に
増
え
、
（
現
在
の

備
え
付
け
状
況
は
上
表
の
通
り
）
冠
水
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

養
老
町
に
於
け
る
排
水
機
の
設
置
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

に
、
大
巻
の
山
田
貞
策
が
高
柳
地
内
に
、
当
時
日
本
で
は
第
二
番
目
の

蒸
気
機
関
の
排
水
機
を
設
置
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
ま
す
。

土
地
改
良

養
老
町
で
は
、
す
で
に
大
正
年
間
に
小
坪
・
根
古
地
二
至
原
地
区
で

行
わ
れ
戦
後
は
三
十
二
年
に
大
巻
に
土
地
改
良
区
が
設
置
さ
れ
、
三
十

四
年
の
水
害
後
は
急
に
普
及
し
町
内
全
区
域
に
及
び
現
況
は
上
表
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。

１
２



あ
と
が
き

歴
史
は
、
時
を
経
る
に
つ
れ
て
、
住
民
の
記

憶
の
か
な
た
に
薄
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

私
ど
も
の
養
老
町
の
祖
先
た
ち
が
、
何
千
年

の
遠
い
昔
か
ら
、
各
世
代
を
引
継
い
で
、
今
日

の
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
、
そ
の
苦
闘

の
歴
史
を
理
解
し
、
感
謝
の
念
を
深
め
て
頂
く

た
め
、
編
集
に
努
力
は
い
た
し
ま
し
た
が
、
才
・

学
と
も
に
と
も
な
わ
ず
不
充
分
な
結
果
と
な
り
、

ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
く
存
じ
ま
す
。

災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と
申
し

ま
す
。
こ
の
冊
子
を
お
読
み
下
さ
っ
て
、
郷
土

の
治
水
を
一
層
深
く
見
直
し
て
頂
く
機
会
と
し

て
頂
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

編
集
委
員
会

編
集
委
員
（
順
不
同
）

田
中
育
次
　
　
安
福
彦
七
　
　
藤
田
信
誠

種
田
丹
治
　
　
水
谷
達
彦

平
成
元
年
五
月
発
行

郷
土
と
治
水

発
行
　
養
老
町
教
育
委
員
会

電
話
（
〇
五
八
四
三
）
二
－
一
一
〇
〇


